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＜今朝の聖書から

【異邦人】

イですと“山上の説教”ということに

ますが、この人は異邦人でした。ガリラヤと呼ばれている地域は

は、ローマ帝国の州に編入されていなかったので、ヘロデの国民軍の指導者

かも、と思われます

老たちを使いにやって、部下を助けに来てくださるように頼んだ

ら、ユダヤ人にも人望のある、割礼を受けていない、しかし信仰深い異邦人だ

ったことが分かります。

った。「あの方は、そうしていただくのにふさわしい人です。わたしたちユダヤ

人を愛して、自ら会堂を建ててくれたのです。」

だったことも分かります。

【ユダヤ人の資格】

招待するほどのも

す（7：6）。

【一大事に】

に、“自分にはお願いする資格がない”と伝えざるを得なかった方に、お願い

したということになります。私たちも、“解決されようもない”としか思えないこと

に、幾度となく直面します。

【信頼の歴史】

前に祭壇を

感謝の祭壇を

とができたのです。しかし、悩みのただなかで、願いの祭壇も、感謝の祭壇も

築けないでいることがよくあります。このような時に、ただ怒り

たり、達成感に酔いしれることの危険性を、聖書は教えています。

【イスラエルの中でさえ】

人ではなかったことを示しています。ルカは特に、この異邦人であるということ

に力点を置いて語っています。主の目にそう

伝達を語っています。長い歴史の後、日本にまでやって来たということ

ます。言いかえると“ユダヤ人の王としてお生れになった方”と語る博士である

異邦人も私たちも、

“病気で死にかかっていた

跡を生み出しているのです。

【元気になること】

とです。主の癒しも奇跡もしるしも、教えの全てが、救いの契約の中で、理解さ

れなければならないことを、忘れないでいましょう。
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前に祭壇を築いた歴史を記録しています

感謝の祭壇を築きました（創世記

とができたのです。しかし、悩みのただなかで、願いの祭壇も、感謝の祭壇も

築けないでいることがよくあります。このような時に、ただ怒り
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